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規
定
さ
れ
、
経
費
の
8
割
弱
を
占
め
て
い

た
。
今
回
、
こ
の
部
分
で
も
予
算
削
減
が

行
な
わ
れ
た
が
、
食
料
の
安
全
保
障
に
関

わ
る
こ
と
だ
け
に
こ
の
措
置
は
議
論
を
呼

ん
で
い
る
。

12
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
14
年
農
業
法

（
注
１
）
で
、
生
産
者
に
と
っ
て
重
要
な

の
は
「
作
物
」
と
「
作
物
保
険
」
に
関
す

る
章
で
あ
る
。
近
年
は
農
産
物
価
格
が
高

騰
し
て
お
り
、
農
業
所
得
が
安
定
し
て
い

る
た
め
、
政
府
の
補
償
を
受
け
る
経
営
体

は
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
保
護
政
策
が

削
減
さ
れ
、
リ
ス
ク
管
理
、
特
に
作
物
保

険
に
力
点
が
置
か
れ
た
た
め
で
あ
る
。

図
表
１
に
米
国
政
府
の
農
業
法
に
関
す

る
支
出
の
推
定
額
を
項
目
別
に
示
す
。
政

府
が
掲
げ
た
削
減
目
標
は
１
９
０
億
ド
ル

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
総
額
約
１
６
５
億

① 

２
０
１
４
年
米
国
農
業
法
の
概
要
と 

世
界
の
コ
メ
市
場
の
予
測

　

 （
米
国
・
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
大
学
農
学
部

教
授　

エ
リ
ッ
ク
・
ウ
ェ
イ
ル
ス
氏
）

米
国
を
代
表
す
る
コ
メ
経
済
の
研
究
者

で
あ
る
同
氏
の
報
告
は
、「
２
０
１
４
年

農
業
法
」
の
概
要
と
、
こ
れ
に
規
定
さ
れ

る
内
容
が
世
界
の
コ
メ
経
済
に
ど
の
よ
う

に
影
響
し
、
組
み
込
ま
れ
て
い
く
の
か
の

２
つ
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。

●
農
業
法
の
概
要

米
国
の
農
業
、
食
料
分
野
に
関
す
る
規

定
を
す
る
農
業
法
は
、
１
９
３
０
年
代
か

ら
適
用
さ
れ
て
き
た
時
限
法
で
、
５
年
ご

と
に
内
容
を
検
討
し
直
し
、
再
設
定
さ
れ

る
。
新
し
い
農
業
法
は
、
米
国
議
会
の
上

院
・
下
院
で
ね
じ
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と

も
影
響
し
て
、
約
２
年
間
の
議
会
審
議
を

経
て
、
昨
年
２
月
に
通
過
し
た
。

現
在
、
米
国
の
財
政
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
農
業
分
野
で
も
予
算
の
大

幅
な
削
減
が
敢
行
さ
れ
た
。
14
年
農
業
法

に
は
、
価
格
状
況
に
関
係
な
く
作
物
ご
と

に
定
額
が
支
払
わ
れ
る
直
接
固
定
支
払
を

廃
止
す
る
措
置
が
反
映
さ
れ
た
。
米
国
で

は
、
貧
困
層
を
対
象
と
す
る
フ
ー
ド
ス
タ

ン
プ
計
画
な
ど
の
食
料
確
保
も
農
業
法
で

世
界
の
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
の

政
策
と
流
通

セ
ッ
シ
ョ
ン
��

去る 2 月 13 日に宮崎県宮崎市で「世界のジャポニカ米と日本産米の競争力 」
をテーマに掲げた国際学術調査研究の報告会が開催された。日本の研究者に加え
て、世界的に著名なコメの研究者である米国・アーカンソー大学の E. ウェイル
ス教授、韓国・高麗大学の D. B. ハン教授が招かれ、講演した。3 回目はセッシ
ョン 3 の「世界のジャポニカ米の政策と流通」から、「2014 年米国農業法の概
要と世界のコメ市場の予測」と題した米国・アーカンソー大学の E. ウェイルス
教授の報告を取り上げた。 （取材・まとめ／加藤祐子）

シンポジウム採録 世界のジャポニカ米
第3回第１回　�国際食料・農業政策アカデミック�

カンファレンス�in�宮崎

アーカンソー大学の
エリック・ウェイルス教授

　世界のジャポニカ米と
日本産米の競争力

図表１：米国政府の農業法に関する支出
●CBO（連邦議会予算事務局）による推定値（2014～2023会計年度）

（単位：10 億ドル）

項目 以前の農業法 2014年農業法 増減
作物 58.8 44.5 -14.3
作物保険 84.1 89.8 +5.7

小計 142.9 134.3 -8.6
環境保全 61.6 57.6 -4.0
栄養（SNAP）＊1 764.4 756.4 -8.0
その他＊2 4.0 8.1 +4.1

合計 972.9 956.4 -16.5

＊1：SNAPは栄養補充支援計画のことで、旧フードスタンプ計画に類似する
＊2：研究・普及、エネルギー、園芸、農村開発、貿易などを含む

（出典：CBO publication 45049）
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ば
、
い
か
に
仕
組
み
が
複
雑
で
、
生
産
者

が
多
く
の
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
順
を
追
っ
て
説
明

し
て
い
く
。

ま
ず
、
基
準
面
積
の
再
配
分
を
行
な
う

の
か
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
支
払
対
象

と
な
る
基
準
面
積
は
過
去
の
実
績
に
基
づ

い
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
の
改
訂
で
直

近
の
作
付
面
積
、
つ
ま
り
実
際
の
作
付
け

に
即
し
た
面
積
配
分
に
変
更
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

次
に
、
綿
花
以
外
の
一
般
作
物
を
栽
培

す
る
圃
場
で
は
、
生
産
者
は
Ａ
Ｒ
Ｃ
か
Ｐ

Ｌ
Ｃ
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
。
Ａ
Ｒ
Ｃ

を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
地
域
の
平
均
収

量
を
基
準
（
ベ
ー
ス
）
に
す
る
の
か
、
個

別
農
場
を
ベ
ー
ス
に
す
る
の
か
を
さ
ら
に

選
ぶ
。
一
方
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
を
選
択
し
た
場
合

に
は
、
毎
年
、
支
払
対
象
と
な
る
収
量
情

報
を
更
新
す
る
義
務
を
負
う
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
作
物
保
険
や
新
た
に
追
加
さ

れ
た
補
足
的
Ｓ
Ｃ
Ｏ
保
険
オ
プ
シ
ョ
ン
も

あ
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
。

補
助
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
択
は
作
物
ご

と
に
行
な
う
が
、
農
場
ベ
ー
ス
の
Ａ
Ｒ
Ｃ

を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
農
場
の
全
作
物

が
農
場
ベ
ー
ス
の
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
対
象
と
な

る
。
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
す
る
か
に

よ
っ
て
支
払
額
は
異
な
り
、
一
旦
決
め
て

し
ま
う
と
、
次
の
５
年
間
は
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
農
場
は
ひ

と
つ
の
決
定
を
す
る
の
か
、
作
物
ご
と
に

２
つ
３
つ
の
決
定
を
す
る
の
か
。
生
産
者

は
３
月
末
ま
で
に
す
べ
て
の
選
択
を
完
了

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
、
頭

を
悩
ま
せ
て
い
る
（
２
月
8
日
時
点
）。

支
払
額
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｌ

Ｃ
と
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
詳
細
を
説
明
し
よ
う
。

Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
支
払
額
の
基
準
に
な
る
の

は
、
指
標
価
格
で
あ
る
。
図
表
３
に
以
前

の
08
年
農
業
法
ま
で
の
目
標
価
格
（
指
標

価
格
と
同
様
に
生
産
費
に
基
づ
く
）
と
並

べ
て
表
記
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
長
粒
米

と
中
粒
米
で
同
額
の
目
標
価
格
が
設
定
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、14
年
農
業
法
で
は
、

画
期
的
な
こ
と
に
コ
メ
の
項
目
に
「
中
粒

（
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
）」
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
目
標
価
格
と
比
べ
る
と
、

た
と
え
ば
、
長
粒
米
・
中
粒
米
で
は
１
０

０
ポ
ン
ド
（
約
45
㎏
）
で
10
ド
ル
50
セ
ン

ト
だ
っ
た
も
の
が
、
新
た
な
指
標
価
格
で

は
14
ド
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
ジ
ャ
ポ

ニ
カ
米
は
歴
史
的
に
継
続
し
て
い
る
価
格

差
を
加
味
さ
れ
て
、
16
ド
ル
と
い
う
高
い

指
標
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｌ
Ｃ
は
、
こ
の
指
標
価
格
が
市
場
価

格
（
流
通
年
度
の
全
国
平
均
）
を
下
回
っ

た
場
合
に
そ
の
差
額
が
支
払
わ
れ
る
。
支

払
額
は
、
そ
の
市
場
価
格
ま
た
は
貸
出
金

利
を
支
払
率
と
し
て
、「
支
払
率
×
支
払

対
象
の
単
収
×
基
準
面
積
×
85
％
」
と
い

う
計
算
式
で
算
出
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
支

払
を
受
け
る
た
め
に
は
、「
支
払
対
象
の

ARC
（収入補償）
を選択

PLC
（価格損失補償）

を選択

地域ベース

個別農場ベース

支払対象となる
収量の更新

作物保険

2015年3月まで
SCO保険オプション

ベースの決定

ARC／PLC の選択

基準面積の再配分

「第１章 作物」で規定 「第11章 作物保険」で規定 

（テキサスA&M大学　農業食糧政策センター　共同センター長のJoe Outlaw氏による）

生産者は、個別農場ベースの
ARC以外は、作物ごとにプ
ログラムを選択する。個別農
場ベースのARCを選択した
場合はその農場の全作物が対
象となる。当事者がこの選択
に同意できない場合は、
2014年産の作物がARCまた
はPLCの支払を受けられず、
2015年産以降の作物にも自
動的に引き継がれる。

図表２：生産者の収入所得補償制度を選択するフロー（綿花を除く作物の場合）

ド
ル
の
削
減
で
は
、
政
府
の
支
払
額
が
予

算
を
超
過
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
項
目
別

に
は
、「
作
物
」が
１
４
３
億
ド
ル
減
少
し
、

「
作
物
保
険
」
は
57
億
ド
ル
増
加
し
た
。

こ
れ
は
綿
花
へ
の
公
的
資
金
支
援
が
「
作

物
」
か
ら
「
作
物
保
険
」
に
移
行
し
た
こ

と
に
よ
る
。

●
収
入
所
得
補
償
制
度

「
作
物
」
の
章
で
規
定
さ
れ
て
い
る
の

は
収
入
所
得
補
償
制
度
で
、
経
営
が
上
手

く
い
か
な
か
っ
た
場
合
に
農
場
主
が
支
払

を
受
け
る
、
い
わ
ば
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
な
る
補
助
金
で
あ
る
。

大
き
く
分
け
て
価
格
損
失
補
償
（
Ｐ
Ｌ

Ｃ
）
と
収
入
補
償
（
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
が
あ
る
。

Ｐ
Ｌ
Ｃ
は
、
エ
ー
カ
ー
当
た
り
の
収
入
が

過
去
５
年
の
水
準
よ
り
低
く
な
っ
た
場
合

に
、
生
産
者
の
収
入
を
補
償
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
、
設

定
さ
れ
た
指
標
価
格
と
市
場
価
格
と
の
差

額
を
補
償
す
る
も
の
で
、
価
格
高
騰
時
に

は
発
動
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
例
外
と
し

て
綿
花
の
栽
培
に
は
特
定
作
物
保
険
（
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｘ
）
と
い
う
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の

で
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
も
Ａ
Ｒ
Ｃ
も
該
当
し
な
い
。

図
表
２
は
収
入
所
得
保
障
制
度
を
簡
単

に
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ

注
１
： 

14
年
農
業
法
は
「
１ 

作
物
」「
２
保
全
」「
３ 

貿
易
」「
４
栄
養
」「
５
信
用
」「
６
農
村
開
発
」

「
７
研
究
・
普
及
」「
８
森
林
」「
９
エ
ネ
ル

ギ
ー
」「
10
園
芸
」「
11
作
物
保
険
」「
12
そ

の
他
」
の
12
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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第3回

シンポジウム採録

第１回　国際食料・農業政策アカデミック
　　　　カンファレンス in 宮崎

単
収
」
を
毎
年
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

Ａ
Ｒ
Ｃ
は
さ
ら
に
複
雑
で
、
エ
ー
カ
ー

当
た
り
の
実
際
の
収
入
が
基
準
の
86
％
を

下
回
っ
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
。
基
準
は

５
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
平
均
（
注
２
）
で
求

め
ら
れ
、
基
準
面
積
当
た
り
14
～
24
％
の

損
失
が
補
償
さ
れ
る
。

地
域
ベ
ー
ス
を
選
択
し
た
場
合
は
、
そ

の
地
域
の
平
均
単
収
と
市
場
価
格
（
全
国

平
均
）
の
５
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
平
均
を
掛

け
合
わ
せ
た
も
の
が
基
準
と
な
る
。
基
準

面
積
の
85
％
が
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
個

別
農
場
ベ
ー
ス
を
選
択
す
る
と
、
農
場
に

お
け
る
作
物
ご
と
の
過
去
５
年
分
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
平
均
が
基
準
と
な
る
。
ど
の
年

も
販
売
価
格
が
指
標
価
格
よ
り
下
回
る
場

合
は
、
指
標
価
格
を
用
い
て
算
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
支
払
対
象
は
、
基
準
面
積
の
65

％
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｌ
Ｃ
と
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
い
ず
れ
の
収
入
所

得
補
償
制
度
も
、
12
万
５
０
０
０
ド
ル
と

い
う
支
払
限
度
額
が
あ
る
。
夫
婦
で
従
事

し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
限
度

額
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
25
万
ド
ル
ま
で

支
払
わ
れ
る
。
ま
た
過
去
３
年
間
の
所
得

平
均
が
90
万
ド
ル
以
下
で
な
い
と
受
け
取

れ
な
い
と
い
う
規
定
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
上
限
規
定
に
対
し
て
、
ア
ー

カ
ン
ソ
ー
州
の
よ
う
に
大
規
模
な
農
場
が

多
い
場
合
に
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
と
、

上
記
の
上
限
額
は
個
人
に
支
払
わ
れ
る
上

限
額
な
の
で
、
実
際
に
農
場
経
営
に
積
極

的
に
関
与
し
て
い
る
の
が
誰
か
と
い
う
点

を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
か
に
は
優

秀
な
弁
護
士
を
雇
っ
て
意
思
決
定
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
な
ど
、
農
場
主
は
慎
重

な
検
討
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

●
作
物
保
険

次
に
作
物
保
険
で
あ
る
。
米
国
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
作
物
保
険
が
用
意
さ
れ

て
お
り
、
個
別
の
農
場
で
加
入
す
る
商
品

や
、
地
域
の
圃
場
ご
と
ま
と
め
て
加
入
す

る
商
品
も
あ
る
。
政
府
の
負
担
額
は
平
均

す
る
と
62
％
で
、
農
場
主
は
残
り
の
保
険

金
を
支
払
う
。
さ
ら
に
上
積
み
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
収
量
ま
た
は
収
入
の
65
％
ま

で
を
補
償
で
き
る
が
、
上
積
み
分
の
政
府

の
負
担
額
は
や
や
低
く
な
る
。

ま
た
、作
物
保
険
の
ほ
か
に
、14
年
農
業

法
で
は
、
補
足
的
Ｓ
Ｃ
Ｏ
保
険
オ
プ
シ
ョ

ン
が
Ｐ
Ｌ
Ｃ
に
導
入
さ
れ
た
。
通
常
の
作

物
保
険
に
加
え
て
、
86
％
ま
で
積
み
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
稲
作

農
家
ら
の
要
求
に
応
え
た
も
の
で
あ
る
。

稲
作
が
行
な
わ
れ
る
圃
場
に
は
、
常
に

灌
が
い
が
施
さ
れ
て
お
り
、
極
端
に
収
量

が
下
が
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
一
方
で
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
な
ど

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
光
熱
費
が
か
か
っ
て
い

る
。
災
害
時
に
も
、
販
売
価
格
へ
の
影
響

よ
り
生
産
コ
ス
ト
の
負
担
増
加
に
懸
念
を

抱
え
て
お
り
、
そ
の
補
償
を
目
的
と
し
て

策
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
述
の
収
入
所
得
補
償
制
度
で
も
、
多

く
の
稲
作
農
家
は
Ｐ
Ｌ
Ｃ
を
選
択
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｐ
Ｌ

Ｃ
を
選
択
し
て
も
、
補
足
的
Ｓ
Ｃ
Ｏ
オ
プ

シ
ョ
ン
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ａ
Ｒ

Ｃ
と
同
じ
よ
う
に
収
入
の
86
％
が
補
償
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
図
表
４
）。
両

者
は
い
ず
れ
も
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
同
程
度
の
補
償
水
準
を
持
つ
こ
と
に
な

り
、
作
物
保
険
に
お
け
る
大
き
な
変
化
で

あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
直
接
支
払
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
稲
作
農
家
も
銀
行
も
、
収

入
所
得
補
償
制
度
に
よ
る
支
払
の
実
像
が

見
え
て
い
な
い
。
同
氏
の
グ
ル
ー
プ
の
予

測
で
は
、
今
年
の
稲
作
農
家
の
平
均
所
得

は
対
前
年
比
15
％
減
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
５
年
間
で
、
主
な
作
物
の
価
格
は
下
落

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
政
府
は
か
な
り
の

額
の
支
払
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

●
世
界
の
コ
メ
市
場
へ
の
影
響

さ
て
、
こ
の
14
年
農
業
法
が
米
国
の
国

内
、
そ
し
て
世
界
的
な
コ
メ
経
済
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
同
氏
ら
は
ミ
ズ
ー
リ
大
学
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
、
10
年
間
の
政
策
分
析
を

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
予
測
を
行
な
っ
て

い
る
。
単
な
る
推
定
で
は
な
く
、
マ
ク
ロ

収量・収入保険

補足的SCO保険
オプション

86％

追加購入による
収量・収入の補償

作物保険
の補償率

収量・収入の補償
（農場・企業レベル）

図表４：PLCを選択した場合の補償範囲

図表３：新しい指標価格と以前の目標価格との比較

単位 2008年農業法
目標価格

2014年農業法
指標価格

長粒米
100ポンド

（約45.36㎏）

10.50ドル 14.00ドル

中粒米 10.50ドル 14.00ドル

ジャポニカ米 10.50ドル 16.10ドル

トウモロコシ
ブッシェル

（約35.24ℓ）

2.63ドル 3.70ドル

大豆 6.00ドル 8.40ドル

小麦 4.17ドル 5.50ドル

綿花 ポンド 71.25セント ― ＊1

＊1： 綿花は2014年農業法ではPLCまたはARCの対象外である。しかしながら、特定作
物保険（STAX）がある。

注
２
： 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
平
均
と
は
、
最
高
値
と
最
低

値
を
除
い
て
平
均
す
る
手
法
を
指
す
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経
済
的
な
要
因
と
関
連
性
か
ら
見
た
予
測

で
あ
る
。
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ラ
イ
ス
・
モ
デ
ル
を
使
っ
て
、
46
の
国
を

５
つ
の
地
域
に
分
け
て
、
長
粒
種
・
中
粒

種
、
貿
易
政
策
、
価
格
の
変
動
、
マ
ク
ロ

な
変
動
要
因
に
つ
い
て
調
べ
た
。

世
界
の
貿
易
は
、
10
年
間
で
４
９
０
億

ｔ
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
安
定
し
た
成
長

が
見
ら
れ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
タ
イ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
国
で
は
輸

出
が
拡
大
し
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
の
西

ア
フ
リ
カ
諸
国
、
中
東
で
も
輸
入
が
増
え

る
と
予
測
し
て
い
る
。

一
方
、
生
産
に
つ
い
て
は
、
収
穫
量
の

伸
び
は
１
％
未
満
で
、
安
定
し
た
供
給
が

見
込
ま
れ
る
。
消
費
の
伸
び
を
牽
引
す
る

の
は
、
世
界
的
な
人
口
増
加
で
あ
る
。
コ

メ
の
１
人
当
た
り
の
消
費
は
平
均
的
に
若

干
低
下
す
る
も
の
の
、
そ
の
増
加
す
る
需

要
を
満
た
す
た
め
に
は
、
技
術
的
に
多
収

品
種
の
導
入
や
病
害
虫
対
策
な
ど
を
講
じ

る
な
ど
、
生
産
性
を
高
め
て
収
量
を
上
げ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●
コ
メ
の
価
格
変
動

さ
て
、
世
界
の
コ
メ
市
場
で
は
、
11
年

12
年
と
コ
メ
輸
出
の
第
１
位
の
座
か
ら
離

れ
て
い
た
タ
イ
が
、
ま
た
優
位
な
立
場
に

戻
っ
て
き
た
。
11
年
秋
に
復
活
し
た
コ
メ

の
担
保
融
資
制
度
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
は
、
国
内

価
格
お
よ
び
輸
出
価
格
の
上
昇
を
招
き
、

タ
イ
の
輸
出
量
を
激
減
さ
せ
、そ
の
結
果
、

タ
イ
政
府
は
備
蓄
米
を
大
量
に
抱
え
込
む

事
態
を
招
い
た
（
図
表
５
）。
１
８
０
億

ｔ
の
備
蓄
米
が
貯
蓄
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ

て
お
り
、
政
策
の
大
き
な
間
違
い
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
13
年
に
は
こ
の
事
態
は
収
束

し
、
タ
イ
の
実
勢
価
格
は
あ
る
程
度
、
一

定
に
推
移
し
て
い
る（
図
表
６
）。そ
し
て
、

国
際
的
な
コ
メ
の
指
標
価
格
は
、
今
後
、

こ
の
タ
イ
の
名
目
価
格
と
連
動
し
て
い
く

だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

タ
イ
が
輸
出
量
を
激
減
し
た
間
に
輸
出

を
伸
ば
し
た
の
は
、
イ
ン
ド
で
あ
る
。
し

か
し
、
イ
ン
ド
は
ス
ト
ッ
プ
ア
ン
ド
ゴ
ー

政
策
に
よ
り
価
格
付
け
が
不
安
定
化
し

た
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
だ
け
で
な
く
、
中
国

で
も
同
様
の
状
況
に
陥
る
可
能
性
が
あ

る
。
と
い
う
の
も
、
中
国
は
４
億
４
０
０

０
万
ｔ
と
い
う
コ
メ
経
済
を
抱
え
る
国

で
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
に
よ
っ
て

輸
入
国
に
も
輸
出
国
に
も
な
り
得
る
た
め

で
あ
る
。
現
在
は
、
主
要
な
輸
入
国
で
あ

り
、
特
に
南
部
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
あ
る
い
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
輸

出
が
増
え
、
そ
れ
ら
の
国
々
が
輸
出
国
と

し
て
台
頭
し
て
き
て
い
る
。

コ
メ
生
産
に
対
す
る
政
府
の
補
助
金

は
、
中
国
で
年
間
１
０
０
０
億
ド
ル
も
の

巨
額
を
投
じ
て
お
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
伸
び
て
い
る
。
こ
う
い

っ
た
補
助
金
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
を
含
む
中
粒
米

図表５：タイのコメの輸出量と備蓄量（2000～2015年）

出典：USDA-ERS Rice Outlook, January 2015

・PPP政策のもと、輸出は急落し、備蓄は急増した
・PPP政策の停止により、タイは世界の貿易リーダーの座を取り戻している

図表６：国際指標価格とタイの米価格（2006～2024年）

出典：USDA-ERS Rice Outlook and AGRM projections, January 2015

・国際指標価格は426～485ドルの間で推移
・タイの名目価格は国際指標価格に収束する
・タイの実勢価格は300ドル/100万t以下に下落する

図表７：国際参照価格と長粒米・中粒米の予測価格（2006～2024年）

出典：USDA-ERS Rice Outlook and AGRM projections, January 2015

・西半球の長粒米のプレミア価格は低下している
・中粒米との差は依然として強く、長粒米からの代替は限定されている

図表８：米国の輸出価格の比較（その他の作物に対するコメの比率）

出典：USDA-ERS Rice Outlook and AGRM projections, January 2015

・2014年はトウモロコシに対してコメは上昇したが、その後下落し安定している
・小麦に対して、コメの価格は2014年に下落したが、2015年は持ち直している
・大豆に対するコメの価格は、2015年以降は安定的に高い状況を保っている

備蓄

輸出

 トウモロコシ  大豆  小麦

トウモロコシ

大豆

小麦

［10億t］

国際指標価格 タイ100％（名目価格）  タイ100％（実勢価格）

［ドル/t］

［ドル/t］

国際指標価格
米国カリフォルニア州も中粒米価格

米国FOBガルフ価格（長粒米）
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の
価
格
の
予
測
で
あ
る
。
図
表
７
に
示
し

た
よ
う
に
、
中
粒
米
は
国
際
指
標
価
格
に

対
し
て
、
あ
る
程
度
一
定
の
価
格
差
を
維

持
す
る
だ
ろ
う
。
米
国
で
は
、
ア
ー
カ
ン

ソ
ー
な
ど
の
南
部
の
各
州
で
長
粒
米
が
、

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
中
粒
米
が
生
産

さ
れ
て
い
る
。
米
国
の
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
な
ど

の
輸
出
国
が
高
価
格
を
ど
の
よ
う
に
制
御

し
て
い
け
る
か
が
焦
点
に
な
る
。

コ
メ
を
他
の
穀
物
の
価
格
と
比
較
し
た

も
の
が
図
表
８
で
あ
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
大
豆
、
小
麦
の
国
際
的
な
価
格
変
動
に

対
し
て
、
コ
メ
は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し

て
い
る
の
か
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

関
係
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
。
バ
イ
オ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
格
高
騰
に
よ
り
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
価
格
は
上
が
っ
た
が
、
コ
メ

に
対
す
る
比
率
は
将
来
的
に
も
そ
こ
ま
で

広
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
予
測
さ
し

て
い
る
。

●
コ
メ
の
輸
出
・
輸
入
の
世
界
情
勢

各
国
の
コ
メ
の
輸
出
・
輸
入
の
情
勢
に

話
を
移
す
。
世
界
の
主
な
輸
出
国
、
輸
入

国
は
図
表
９
、
10
に
示
し
た
と
お
り
で
あ

る
。
こ
の
10
年
間
で
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア

フ
リ
カ
諸
国
が
輸
入
国
と
し
て
重
要
性
を

増
し
、
コ
メ
市
場
で
の
競
争
力
を
高
め
て

く
る
。
人
口
の
伸
び
か
ら
す
る
と
、
年
率

５
％
ほ
ど
市
場
が
拡
大
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
や
大
豆
か
ら
コ
メ
に
移
行
し
て
コ
メ
の

重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ

る
。
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ラ
ク
の
ほ
か
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
輸
入
国
に
名

を
連
ね
て
い
る
。

一
方
、
世
界
の
輸
出
国
は
タ
イ
に
続
い

て
、
イ
ン
ド
と
ベ
ト
ナ
ム
が
拮
抗
し
て
い

る
。
パ
キ
ス
タ
ン
が
わ
ず
か
に
拡
大
し
、

米
国
は
一
定
量
を
保
っ
て
い
る
。
14
年
農

業
法
が
発
動
し
て
も
、
急
速
な
拡
大
は
見

込
ま
れ
て
い
な
い
。

次
に
、
中
粒
・
短
粒
米
の
輸
出
入
の
概

要
を
図
表
11
、
12
に
示
し
た
。
最
大
の
輸

出
国
で
あ
る
米
国
の
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

で
は
干
ば
つ
が
あ
り
、
ま
だ
十
分
な
生
産

量
を
回
復
し
て
い
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
も
同
様
だ
が
、
10
年
後
ま
で
に
は
、
大

幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
エ
ジ
プ

ト
の
輸
出
量
は
増
え
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｕ
28

カ
国
、
日
本
、
中
国
も
主
な
輸
出
国
で
あ

る
。中

粒
米
市
場
で
は
、
日
本
や
韓
国
、
台

湾
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
勧
告
が
出
て
お
り
、
市
場

拡
大
に
は
い
ろ
い
ろ
な
国
が
関
わ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ

り
日
本
が
市
場
開
放
を
す
る
と
い
う
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
ジ
ャ

ポ
ニ
カ
米
を
含
む
こ
の
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。
長
粒
米
や

他
の
穀
類
に
対
す
る
価
格
差
に
も
、
新
た

な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得

る
だ
ろ
う
。

図表９：世界の米輸入国の概要（2002～2024年）

出典：AGRM projections, January 2015

図表11：世界の中粒米・短粒米の輸入国の概要（2002～2024年）

出典：AGRM projections, January 2015

セネガル

インドネシア

フィリピン

サウジアラビア

イラク

イラン

中国

ナイジェリア02/03  04/05  06/07  08/09 10/11  12/13  14/15  16/17 18/19  20/21 22/23  24/25 

図表10：世界の米輸出国の概要（2002～2024年）

出典：AGRM projections, January 2015

カンボジア

ミャンマー（ビルマ）

米国

パキスタン

ベトナム

インド

タイ
02/03 04/05 06/07 08/09 10/11 12/13 14/15 16/17 18/19 20/21 22/23 24/25 

その他に国々

オーストラリア

EU28カ国

台湾

韓国

日本

トルコ

米国

図表12：世界の中粒米・短粒米の輸出国の概要（2002～2024年）

出典：AGRM projections, January 2015

中国

日本

EU28カ国

エジプト

オーストラリア

米国

［10億t］

［100万t］

［10億t］

※ 図１～４は当日の配布資料より編集部で再構成した。図５～ 12は当日の配布資料より抜粋掲載し、英語表記は日本語に訳した。
※参考URL：・http://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokusei/kaigai_nogyo/k_syokuryo/pdf/h25america-us.pdf
　　　　　　・http://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokusei/kaigai_nogyo/k_syokuryo/pdf/01america_us-4.pdf

［100万t］


